
議事録 

記載者 所属  地域医療連携課  氏名  野方 恵美  

委員会 地域医療支援病院運営委員会 

件 名 第 4回 市立伊勢総合病院地域医療支援病院運営委員会 

日 時 平成 30年 3月 22日（木） 16:30～17:25 

場 所 総務課横大会議室 

出席者 

永井正高、日比秀夫、山本修、後久正昭、鈴木まき、益田由典、 

永田光広、駒田聡子、岡康弘（代坂口）、江原博喜、藤本昌雄、 

池田健、西井正美、木津井ひづる、佐々木昭人 

欠席者 田口昇、原隆久 

 

開 会  藤本病院事業管理者挨拶 

議 事 Ⅰ．市立伊勢総合病院～1年のあゆみそして、これから 

  ・藤本伊勢市病院事業管理者より説明 

 【意見・質疑】 

  ○藤田保健衛生大学との連携について 

・藤田保健衛生大学は国際医療センターを立ち上げ、海外の

健診の受け入れに力を入れていくようだが、市立伊勢総合

病院でも伊勢というネームバリューを活かして検討されて

はどうか。 

    →もう少し力を蓄えてから検討したい。 

    ・藤田保健衛生大学に依頼しているのは形成外科や膠原病専

門医か。寄附講座なのか。 

    →まだ決まっておらず、検討中。 

  ○保健指導について 

    ・患者に対して行うものなのか市民に対しての積極的な売り

込みなのか。 

    →特定健診が中心だが、対外的なアピールとして出前講座を

行っているので希望があれば対応している。 

    ・出前講座の売り込みは。 

    →広報等で宣伝していく。 

  ○アンケート結果について 

    ・職員満足度調査で看護部と医療部の差が激しいが、この周

辺の病院の傾向なのか、この病院独自のものか。 

    →比較したデータはない。 

    ・看護職に徹する事が出来る環境づくりを期待したい。 

    ・患者満足度調査の回収率が高いことから、患者から期待さ

れている事、より良くなるために意見を言いたいと言う事

が数字から強く感じた。 



  ○病院ホームページについて 

    ・医師の不在・休診と言う言葉が多く目立ち、またお金がか

かるという言葉が目に付き、ホームページを見た方は受診

に二の足を踏むのではないか。アンケート結果からも医師

への信頼感は得ているので、医療の厚み、安心感が伝わる

ような内容に検討されてはどうか。 

    →内容を検討していく。 

  ○嚥下訓練について 

    ・現在、嚥下訓練はどの程度行われているのか、退院後地元

のかかりつけ歯科医とどのように連携をして行くのか構

想を聞きたい。 

    →嚥下訓練については頻繁に行われており、院内の口腔外科

医、リハビリと協力して取り組みたい。また院内での取り

組みが上手くいけば、地域の開業医とも連携していきたい

と考えている。 

 

Ⅱ．次年度の予定について 

  ・次年度年 4回の開催を予定している。 

  ・日程に関しては、医師会、歯科医師会、関係部署の年度予

定を確認しつつ、各委員の予定を調整し決定していく。 

閉 会  

 

 


